


































































































































































































































































６月１２日 会議 役員の選出等 １１月２０日 交流会 蕎麦打ち等
６月１９日 会議 議員懇談会等 １２月４日 交流会 健康講話







８月７日 会議・交流会 ちまき作り等 １月１８日 研修会 説明会３）
８月３１日 研修会 説明会１） １月２２日 交流会 講話４）
９月４日 交流会 健康講話 ２月５日 交流会 体操指導等
９月１８日 交流会 健康体操 ２月１９日 交流会 ゆべし作り
１０月２日 交流会 健康講話 ３月５日 交流会 ひな祭り













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































㸦5 ே㸧  
 
ϩ 
㸦11 ே㸧  
 
Ϫ 
(11 ே ) 
 
ϫ 
㸦11 ே㸧  
Ϩ㸸ࠕ࡝ࡕࡽ࡛ࡶࡼ࠿ࡗࡓ
ࠉࡀࠊࡓࡲࡓࡲ೉ࡾୖ






















































































































































































































































































































Oldenburg, R., 1989, The Great Good Place: Cafés, coffee shops, bookstores, bars, hairsalons
and other hangouts at the heart of a community, Da Capo Press.（＝２０１３，忠平美幸訳
『サードプレイス』みすず書房）
Urry, J., 2007, Mobilities, Polity.
吉原直樹，２０１１，『コミュニティ・スタディーズ』作品社
――――，２０１３，『「原発さまの町」からの脱却――大熊町から考えるコミュニティの未
来』岩波書店
――――，２０１４a，「剥奪され続ける原発災害避難民――大熊町町政懇談会の現場から」
『東北都市学会研究年報』１４，７３―８８
――――，２０１４b，「自治会・サロン・コミュニティ――『新しい近隣』の発見」東北
もうひとつの避難者たち 387
社会学会『社会学年報』４３，３５―４７
――――，２０１４c，「コミュニティ・オン・ザ・ムーブ――破局から」日本学術会議『学
術の動向』１９―４，８９―９３
［初校に際して］
本稿執筆後，政府から双葉地方を核とする「福島・国際研究産業都市（イノベーショ
ン・コース）」構想が打ち出された。それはまぎれもなく，成長戦略としての復興施策
の一環として提唱されている。新自由主義的色調を帯びる一方で，（それが）避難者の
生活再建と具体的にどう結びつくのかが明らかではない。むしろ，こうした構想が放射
能被害の矮小化と表裏一体となって示されている点に問題がある。「中央の視点」の強
制とともに，避難者の生命・尊厳の軽視が如実にあらわれている。もちろん，避難者た
ちは，「国際研究産業都市」構想が自分たちの生活再建に役立ちそうもないことに気づ
き始めている。
２０１４年９月１日，県と町が受け入れを表明した中間貯蔵施設についてもそうだ。メデ
ィア等では，中間貯蔵施設を単純に用地買収や金額の問題として報じる傾向にあるが，
避難者たちは，（中間貯蔵施設を）単なる施設問題としてではなく，山本俊明のいう「構
造的な問題」として捉えているようだ。ちなみに，山本によれば，「中間貯蔵施設は，
放射能で汚染された故郷に帰還するか，しないのかという選択，除染して（特に子
ども）が住めるのかという疑問，賠償・補償は十分なのか，制度上の問題はないの
か――という三つの要素（帰還・除染・賠償）が複雑に絡み合っている『構造的な問題』
として捉える必要性がある」（山本俊明，２０１４，「中間貯蔵施設と“帰還幻想”」『世界』
８６１：１７５）という。前掲のＮさんが言うには，中間貯蔵施設の受け入れと引き換えに提
示されている交付金についても，「筋としては（こうした）交付金よりも生活再生資金
が支払われるべきである」にもかかわらず，そうした筋論は全くかき消されているとの
ことである。
なお，以上の点を含めて，中間貯蔵施設については，別稿「大熊町民からみた中間貯
蔵施設問題」を用意している。
